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1. はじめに 

 以前の「天文教育」誌にはどんな記事が掲

載されていたのでしょうか。今回は、10年前

の2003年9月号[1]を見てみましょう。今年の

1～7月号にも、“20年前と10年前の「天文教

育」”と題し、同様の記事を書きましたが、今

回は10年前のみです。20年前の1993年の秋は、

会誌発行が無かったのです。今回も前回と同

様、私の手許にある紙媒体の会誌と、当会の

ウェッブページの情報を使いました。 

 

2. 10年前：2003年 9月号 

 「天文教育」2003 年 9 月号[1]（図 1 はそ

の表紙）の記事は、次のようなものでした。 

 

(1) 会誌『天文教育』について  粟野諭美 

(2) 『天文教育』アンケート結果 

天文教育普及研究会会長 天文教育編集部 

 

◎実践報告 

(3) 天文を中心とした総合的な学習の授業実践 

西村一洋 

(4) 小中学生のための天文教材（３） 

長島康雄、殿村泰弘 
 
◎連載 

(5) 天文史跡めぐり」【６】 松村巧、松尾厚 

(6) 「天文学最前線」【11】 

太陽系の誕生－原始太陽系円盤から惑星へ－ 

小久保英一郎 

(7) 「天文学への道」【４】 

 石井貴子さん（京都大学理学部飛騨天文台） 

富田晃彦 

(8) 「シネマ天文楽」【４】空が落ちる日 

福江純 

 
図 1 2003年 9月号の表紙 

 

(9) 読者の欄 

   面白いことを教えてはいけないか 

浜根寿彦 
 
◎報告 

(10) 近畿支部会報告   矢治健太郎 
 
◎情報コーナー 

(11) 天文教育普及研究会関係の会合やイベント 

(12) その他のイベント 

(13) 天文教育ヘッドライン 

(14) 最近出版された天文関連書・ソフトなど 

有本淳一 

(15) 事務局からのお知らせ 
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(16) 表紙絵・表紙の言葉 坂元誠

(17) ちょっと気になる天文用語 福江純

(18) 入会申込書

 この頃の表紙（図 1）は、ギリシャ神話の

一場面が描かれています（作：坂元 誠さん）。

(16)によると、描かれているのは、牧神パン

（右）と、パンに追われて葦に姿を変えつつ

ある妖精シュリンクス（左）だそうです。

(2)では、2003 年春に行った「天文教育」

誌についてのアンケート結果の詳細が示され

ています。アンケートは、内容やクオリティ、

編集体制などについてで、239 名からの返答

があったということです。

(1)を見ると、アンケートの背景が良く判り

ます。当時は、以前よりページ数が増加して

いて 100 ページを超すことも珍しくなかった

上、編集作業は Adobe Page Maker という

DTP のソフトを使っており、このソフトを使

える編集委員は限られていました。このため、

委員全体に相当の負担がかかっていました。

当時の粟野編集長をはじめとする委員の皆さ

んの苦労がしのばれます。

 その後の編集がどう変わったか、気になり、

判る範囲で調べて見ました。今回取り上げて

いる 2003 年 9 月号は、「DTP ではなくカメ

ラレディで行った」（同号の“編集部より”）

とのことで、ワープロソフトの出力を使って

紙面が作られていました。更に[2]を見ると、

そのワープロソフトは今と同じワードであっ

たことが判ります。

今では、ワードを使うことが定着していま

す。会誌のウェブページ[3]では、原稿の書き

方[4]、テンプレート[5]、見本[6]が示されて

います。私の手許の過去メールを検索してみ

ると、テンプレートは 2004 年頃に当時の編

集委員の富田さんが最初のものを作り、その

後、2007～2008 年頃に、当時の作花編集長

や國分さん（今も編集委員）が修正し充実さ

せたことが判ります。お陰で、2003 年頃と比

べると、今の編集にかかる時間的な負担はか

なり減っているものと思われます。

 更に(2)のアンケートでは、会誌についての

満足度も聞かれていました。それによると、

{満足＋やや満足}が全体の 57％にのぼり、{物

足りない＋やや物足りない}は 5％、普通は

33％と、高評価が得られていたことが判りま

す。同じようなアンケートを再度行うと、ど

のような結果が出るのか、空恐ろしいですね。 

 また、会誌に取り上げてほしい内容につい

ては、イベントの情報・報告、最新の研究、

天文教材、機関・学校・施設の状況、と色々

と示されています。今の号と比べると、この

頃の「天文教育」誌には、(6)や(8)など、比較

的ハードな解説記事も多かったように思われ

ます。万人に満足する誌面を作るのは至難か

もしれません。しかし、10 年前の編集作業の

労力に比べると、贅沢な悩みかもしれません。 

文 献 

[1] 「天文教育」2003 年 9 月号 (vol.15 No.5)

[2] 「天文教育」2004 年 3 月号 (vol.16 No.2),

p.41

[3] 「天文教育」誌のウェブページ：

http://tenkyo.net/kaiho.html

[4] http://tenkyo.net/kaiho/manuscript.pdf

[5] http://tenkyo.net/kaiho/template.doc

[6] http://tenkyo.net/kaiho/sample.doc

松村雅文（13 年前） 


